
 

 

 

 

 

 

１．統合までの経緯  

 本校は、入船小学校、天神小学校と平成３０年４月に学校統合し、その折、新たな学校の教育目標

を策定し、新しい学校づくりを目指した。  

統合奥沢小学校の学校イメージを話し合った際に出されたキーワードに「夢をはぐくむ」という言

葉があった。統合して新しい学校になることは、決してマイナスではなく、新しい学校は社会や世界

へとつながり、未来へと続く夢が生まれる場所であってほしい、という思いが共有された。そこで、

学校の教育目標を設定するにあたり、「夢をはぐくむ」という大きなテーマを設定した上で、「知」

「徳」「体」のバランスが取れた人間形成を目指すことにした。いづれかに偏ることなく、バランス

のとれた「知勇兼備」を目指すことを念頭に学校づくりを進めていく。「知」では、「知識・技能」

の習得に加え、それをどう使うかという「思考力・判断力・表現力」が求められる。そのために、深

く学び、自他の考えを互いに伝えあうことができる子どもの育成を目指す。  

 新しい学校に期待することで一番多かった回答が「仲の良い学校」であった。「徳」では、自他の

命を尊重するやさしい心をもち、仲よく高め合う関係を築く子どもの育成を目指す。  

 そして、「知」を生かすことも、「徳」を働かせることも、「体」の健全な成長がなければできな

い。全ての教育活動の基盤として、たくましい体と、最後までやり抜く心をもつ子どもの育成を目指

す。「夢をはぐくむ奥沢小学校」で学ぶことにより、自立した人間として広い視野をもち、理想を実

現しようとする高い志や意欲をもって、主体的に学びに向かい、必要な情報を判断し、自ら知識を深

めて個性や能力を伸ばして、人生を切り拓いていく人間、対話や議論を通じて多様な人々と協働でき

る人間、そして変化の激しい社会の中でも、よりよい人生や社会の在り方を考え、課題を発見し、他

と協働して解決につなげていくことができる人間の育成を図り、子どもたち一人一人はもちろんこと、

ウェルビーイングな社会の形成を目指していく。そして、子ども達が本校を卒業するときに「奥沢小

学校で学んで本当に良かった。楽しかった。」と思えるような学校に近づけていくよう努力を惜しま

ずに全職員で協働して築いていく。また、小中一貫教育により、教育課程等の編成で両校が子どもの

9 カ年の見通しを立て、「１５歳の春」にどのような力をつけて卒業することを目指すのかを表した

小中一貫グランドデザインを踏まえ連携を図り、教育活動を進めていく。  

 

２．教育目標  

夢をはぐくむ 奥沢小学校 

深く学び 伝えあう子  （知）  

なかよく やさしい子  （徳）  

たくましく やりぬく子 （体）  

小樽市立奥沢小学校  

令和８年度 学校経営方針  
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３．学校の教育目標の具体化（目指す子どもの姿）  

 

 

 

 

子どもの姿  

 

知 

深く学び 伝えあう子  

徳 

なかよく やさしい子  

体 

たくましく やりぬく子  

自ら進んで学び、考え判断

（決定）し、表現できる子ど

も 

あいさつをしっかりし、互い

のよさを認め合い助け合う

子ども  

健康や安全に気をつけ、進ん

で運動し、最後まで粘り強く

取り組む子ども  

向陽中学校区

における  

目指す子ども像  

（スタンダード）  

９年間で身に付けてほしい３「つ」の力  

 〇自分の言葉で  

  〇仲間と  

 〇ねばり強く  

つたえる ～自ら進んで考え、意見を発信できる～  

つながる   ～他を思いやり、多様な考えを受け入れる～  

つづける   ～困難を乗り越え、たくましく生きる～  

 

 

価   値 

 

 

自主性、思考力、創造力、

向上心、探求心、創意工夫、

積極性、意欲、思考力、判

断力、表現力、コミュニケ

ーション力  

生命尊重、思いやり、寛容、

公共心、自然愛、郷土愛、

人間愛、協調性、規範意識、

国際理解、責任感、公正公

平 

健康安全、基本的な生活習

慣、明朗快活、整理整頓、根

気強さ、忍耐力、意志力、向

上心、勤労意欲、責任感、自

主性、努力  

 

 

 

 

 

低学年 

（慣れる） 

 

 

 

 

 

特徴 

 

 

 

幼児期からの自己中心性が残る時期であり、児童の思考も具体的で、論理的・抽象的

な思考は未成熟である。対人関係も行動範囲が狭く、家庭・学校が中心で集団行動に

も未熟な時期である。この時期に集団生活に慣れさせ、集団で行動するための様々な

行動様式を身に付けさせることが重要である。また、低学年の後半になると、集団生

活における自他との関係を認識することができ、社会性の発達を促す指導が必要であ

る。 

 

 

指標 

 

 

 基礎・基本を身に付け、

話をしっかり聞き、自分の

考えを表現したり、互いに

学びあったりすることがで

きる。 

 学校生活のきまりを知

り、友だちと仲良くし、助

け合うことができる。  

 

 

 健康や安全に気をつけ、運

動を楽しみ、規則正しい生活

ができる。自分がやらなけれ

ばならないことを行うこと

ができる。  

 

 

 

中学年 

（伸ばす） 

 

 

 

 

特徴 

 

 少年少女期に入り、集団生活が急速に活発になり、身近な人々の人間関係もわかり

自己反省もできるようになる。また、仲間との行動を通して、遊びや生活のルールを

決め守るようになる。この時期には、集団生活の中で自己を伸ばすことが重要である。 

 

 

指標 

 

 

 基礎・基本を確実に身に

付けるとともに、友だちと

協力し、認め合いながら、

自分の思いや考えを表現し

たり学びあったりすること

ができる。  

 学校生活のきまりや地域

のルールを知り、友だちと

互いに理解し合い、信頼し、

助け合うことができる。  

 

 

 健康や安全を意識しなが

ら運動習慣を身につけ、節度

ある生活をすることができ

る。自分で決めたことは、積

極的に取り組み、粘り強くや

り遂げることができる。  

 

 

 

 

 

 高学年 

（高める） 

 

 

 

 

特徴 

 

 

 

 自分の行動は自分で決めようとする自律的傾向が強くなってきたり、社会性や情緒

面の発達も著しくなる。また、所属集団における自己の役割や責任も自覚するように

なるが、集団の質が望ましいものでない場合、反社会的行動へと傾向が表れてくる。

この時期には、児童の個性を伸ばし、自己存在感を与え、有用感、成就感を持って自

ら励むための力を身に付けさせてやることが重要である。  

 

指標 

 

 

 

 基礎・基本を確実に身に

付け、自分の考えを深め、

意欲をもって学び合い、自

他の関わりを通して高めあ

うことができる。  

 

 

 学校生活や社会のルール

を身につけ、互いに信頼し、

学び合って友情を深め、男

女仲良く協力し助け合うこ

とができる。  

 

 

健康や安全面から自分の生

活を見直し、運動習慣や基本

的な生活習慣を考え、生活す

ることができる。より高い目

標を立て、勇気と希望をもっ

て努力を続けることができ

る。 
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４．学校経営の基本的な考え方  

   人工知能等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられる社会、Society5.0   

 時代の到来と言われ、社会の在り方そのものがこれまでとは劇的に変わる状況が生じ、予測困難で変 

化の激しい時代が訪れている。近年、急速に児童一人一台端末の利活用等が進み、その活用を通して、 

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実が求められ、主体的、対話的で深い学びの実現を目指 

した新しいかたちの学びへと授業改善を更に進めていかなければならない。 

  小樽市教育理念「主体的に学び  小樽の未来を創る 心豊かな人づくり」を基盤に、子どもたち

一人一人が急激に変化する時代に対応できる「生きる力」を確実に育み、民主的で持続可能な社会の

創り手として「自らの人生を舵取りする」ことができる力の育成が必要になってくる。そのためには、

全ての子どもたちの可能性を引き出し、個の実態をしっかりつかみ寄り添いながら、誰一人置き去り

にしないという強い信念のもと、保護者・地域の期待に応える令和の日本型学校教育を推進していく。 

また、「質の高い学校教育を通してよりよい社会を創る」という目標を学校と地域で共有し、子ど

もたち一人一人のウエルビーイングな社会の実現を目指し「社会に開かれた教育課程」を体現しなが

ら、学校の組織を十分に機能させ、コミュニティ・スクールや小中一貫教育の充実等を引き続き図り、

社会の変化を見据えた学校・保護者・地域がスクラムをくみ、「総がかり」で歩みを止めない学校づ

くりを目指していく。 
   
５．付けたい資質・能力 

主体的・協働的に深く学び続ける力」  「やさしく・思いやる力」  「やり遂げる力」 

 

６．向陽中学校区小中一貫教育の推進 

 

  自ら学び、よりよく生きる力を持つ児童生徒の育成（15 歳の姿をイメージ） 

 

７．重点教育目標 

【  「つたえ･つながり･つづける」  みんな  かがやく奥沢の子  】 
 

８．今年度の目指す具体的な子ども像       

(1) 学校生活を楽しく過ごすためには各自が考えたこと等をコミュニケーションにより伝え合い、新
たな考え方に気づき創造することがより一層大切である。そのために、学ぶ場の言語環境を整え、
子ども同士が安心して相互の考えを尊重しながら考えを深め、思いを伝え合うことが必要であ
る。 
【つたえ】 

    

 

 

 (2)一人一人が「かがやく」ためには、個が尊重されるとともに、自分の良さを積極的にみつけ一人
一人が認められていることを実感できることが大切である。そのために、学校生活を安心して過
ごせる環境づくりとともに、自己存在感・自己有用感・自己肯定感を高め、互いを大切にし合う
ことが必要である。 

  【つながり】 
  
 

 

 (3)主体的に学び、最後までやり遂げるためには、興味・関心や見通しをもたせながら意図的・計画  
的に学びの場を設定し、学び方の自己選択や決定を繰り返す中で、個の調整力を育み、ほめ、認
め価値付け、自分のよさを実感させることが必要である。 
【づづける】 

    

自分のよさをみつけ、互いのよさを認め合い、意欲的に仲間とつながる子ども  

自ら学び選択・判断（決定）し、あきらめず粘り強く最後までつづける子ども  

主体的に物事を考え、コミュニケーションにより学びを深め、つたえ合う子ども  
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９．目指す学校像と教師像  

 

学校像  教師像  

〇学校を開き、新たな時代に対応し、保護者や地
域に信頼される学校  

〇子どもを認め、一人一人のよさを引き出すこ
とのできる教師  

◆安全・安心・信頼に応える学校、子どもが主語の
学校づくり  

◆危機管理体制の充実（組織的・機動的な対応）  

◆令和の日本型学校教育の推進  

 ・ＩＣＴの利活用を軸とした個別最適な学びと  

  協働的な学びの一体的な充実に向けた授業  

  改革、新しいかたちの学びの構築  

◆教育ＤＸの推進による教育の質の向上  

  ※デジタル技術による業務のスリム化、  

 効率化、Ｔ・Ｔ指導、教科担任制等  

◆小中一貫教育の推進  

◆教育者としての誇りと指導技術のある教師  

◆教育公務員としての自覚、責任  

◆ほめる、認める、価値付ける姿勢  

◆温かな対応と毅然とした態度  

◆主体的なスキル＆キャリアアップ  

◆子どもの居場所をつくる学級・学年経営の推進  

 

 

 

 

 

 

10．学校経営の重点                      

 

 

                                                             温かな対応と毅然とした指導
 

 

 

 

 

※これを「さらに学校を安心して過ごせるための５のキーワード」として引き続き年間を通して浸透を図る。 

 

 (1)子どもが主体的をもって活動し、「奥沢小学校に通ってよかった」と思える学校づくり【つたえ】 

   子どもたち一人一人が自分のよさを実感し自信をもって行動するとともに、互いのよさを認め合いな  

 がら、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」の育成を目指して高め合う学校づくりを推進する。

①子どもの「自己決定」を尊重する。そのために、一人一人の自己存在感、自己有用感、自己肯定  

 感を高め、自信をもって進んで行動するとともに、仲間と互いに認め合いながら高めようとする 

  教育活動を意図的・計画的に行う。 

②ＵＤＬ（学びのユニバーサルデザイン）の視点を取り入れた授業づくり。子どもの個や実態をと 

 らえ一人一人にあった適切な指導を図る。 

➂９年間を見通した中学校と一貫を意識した「新奥沢校区スタイル」の創造と実践に向かう。 

④個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を通して、ICT を効果的に活用し「主体的・対話

的で深い学び」の実現を目指した指導内容、指導体制、指導方法の工夫・改善を図る。 

   ※ ＤＸ(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)を視点とした新しい形の学びの推進を加速させる。 

 

  (2)家庭・地域・幼保・中学校と連携する学校づくり【つながり】 

家庭・地域・幼保・中学校と連携を強化し、子どもたちに必要な資質・能力を地域全体で育む。 

①学校だよりや HP、安心メール、アンケート、授業参観、保護者会・保護者個人懇談等による積 

極的な情報発信、情報交換に努める。 

②学校運営協議会や学校支援ボランティアを活性化し、学校を『ともに作る』を主眼としたコミュ 

ニティ・スクールを継続・推進する。 

③１２年間で子どもを育てることを視点に、係及び地域連携委員会が中心となり、まずは中学校と 

 教育課程の連携や一貫した生徒指導等、学校全体として小中一貫教育を組織的に推進する。併せ 

 て、幼小保とも連携を推進し、教職員が幼保の施設や本校を訪問し合い、互いの保育・教育活動 

 を交流し互いの理解を深め、子どものために何ができるのかを考える機会を持つ。 

子どもがまんなか（中心）の学校づくり 

キーワード 

 ・は（話を聞く）  ・あ（挨拶をする） ・と（友だちと仲よくする） 

・ふ（ふるさとを愛する） ・る（ルールを守る） 

は・あ・と・ふ・る 奥沢小学校 
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 (3)教職員の主体的・協働的な学校運営による保護者や地域の信頼に応える学校づくり【つづける】 

   全職員が学校運営を自分事として捉え、参画意識と協働意識を高め自走するとともに、個々の力 

  量の向上及びキャリアアップを図る。また、各職務に応じた不断の研究と修養に努め、その成果を 

もとに保護者や地域の信頼に応える学校づくりを進める。  

①子どもにとって「居場所があり安心できる」学級・学年経営を基盤とし、パートナーランナーとし 

 ての協働意識を高めながら、校内組織の機能化・活性化を図る。 

②新しいかたちの学びの構築及び推進する校内研究に果敢に取り組み、各種研修会等への積極的な

参加によって、職員一人一人が資質・能力の向上に努める。 

    ③デジタル化を中心に据えた業務のスリム化、効率化により、持続可能な質の高い教育の実現を目 

   指す。 ※ 高学年の専科授業、複数体制による指導、積極的な授業交流等 

    ④各種感染症対策、熱中症対策、交通事故防止等や職員間の「報告・連絡・相談・確認」の徹底。 

       

11．具体的な取組（小樽市教育推進計画との関連） 

 (1) 未来を創る力の育成                                      ※青字は新規・更新目標 

施策項目  数値目標・取組  

１ 確かな学力の育成  

 

数値目標：「国語・算数がわかる」と回答する児童の肯定的割合を 

90％以上にする。  （R７：国語 :89.9％ 算数：84.0％）  

【R7 評価：Ｂ】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①授業改善の推進  

 

 

 

②学力調査の実施と有効活用  

③授業以外の学びの場の設定  

 

④学習習慣の確立  

⑤ ICT 等の有効活用  

①端末の有効的な利活用による個別最適な学びと協働的な学びの一

体的な充実を図り、探究的な学び（課題探究型学習）を通して「主

体的・対話的で深い学び」に向けての授業改善を推進  

②算数科を柱とした校内研修の充実  

③各種学力調査等による実態把握と、分析に基づく個に応じた指導によ

る基礎学力の向上及び定着 (学力向上改善プランに基づく取組） 

④朝の時間や放課後、長期休業中を活用した補充学習の推進  

⑤音読カードやデジタルドリルの活用、デジタル版「家庭学習のてびき」

の配信・配付、啓発資料の配付等による保護者との連携  

２ 

 

特別支援教育の充実  

 

数値目標：校内支援員会や児童交流で上げられた情報等に基づき、 

     支援が必要な児童を積極的に支援しているという教職 

員の肯定的な意見を 90％以上にする。  【新規】 

 

 

 

 

①教育的ニーズに応じた特別 

 支援教育の充実 

②校内組織の活性化、関係 

 機関との連携  

①個別の指導計画、支援計画の整備と改善により活用 

②UD（ユニバーサルデザイン）を意識した環境・学習づくり 

③校内支援委員会の活性化、関係機関との連携、教育相談の実施等 

④校内支援員会や児童交流を毎月定例して行い、情報の共有を図  

る 

３ 国際理解教育の充実  

 

数値目標：「外国語（活動）が好き」と回答する児童の肯定的割

合を 80％以上にする。 

（R７：70.1％）  【R７評価：B】  

 ①外国語科、外国語活動の充実 
②外部と連携した検定推奨  

①外国語専科、退職等外部人材・向陽中学校教諭（ALT)等による指導の充実 

②校区内の中学校と連携して英語検定の受検を推奨し、英語に関する理解

度を促進 

４ 

 

理数教育の充実 

 

 

数値目標：「算数が好き」と回答する児童の肯定的割合を 80％ 

以上にする。 

（R７ :69.6％）  【R7:評価 B】  

 

 

 

①算数科における個に応じた

指導の充実  

②専科教諭による指導の充実  
③放課後学習の充実  

①校内研修と連携した指導方法の改善、個に応じた指導の充実  

②習熟度別少人数指導の充実  
②理科専科教諭による理科教育の充実  
③放課後学習でわからないところを質問・解決できる機会を作る  
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５ 情報教育の充実 

 

数値目標：「インターネット等の利用に関するルールを決めて  
 いる」と回答する保護差の割合を 90％以上にする。 

  （R７ :83.4％）【R7:評価 :A】     【更新】 

 

 

 

①情報モラル教育の推進  

②プログラミング教育の推進  

 

①情報モラル教室等の実施及び保護者への啓発活動  

②理科・算数・総合的な時間の学習等を活用したプログラミング的思  
考の育成           

６ 
 
 

キャリア教育の充実 

 

数値目標：「将来の夢や目標を持っている」と肯定的な回答する 

保護差の割合 85％以上にする。 
             （R7:82.9％） 【R7:評価 :B】  

 

 

①キャリア教育の推進  ①外部講師や地域の施設、人材等を活用したキャリア教育の推進  

①キャリアパスポートの有効活用  

     

 

 

 

 

 

(2) 豊かな心の育成                

施策項目  数値目標・取組  

１ 道徳教育の充実  

 

 数値目標：「自分にはよいところがあると思う」と回答する児童の自己肯定 

の割合を 80％以上にする。 （R７：77.5％）【R7：評価 B】 

 

 

 

 

①道徳科の授業の充実  

 

 

②人権教育の推進  

①自分事として「考え・議論する道徳」の授業づくり  

①道徳教育推進教師を中心とした指導計画の作成と評価、指導方法等の 

 充実・深化 

②体験活動や人権教室、情報モラル教室等を活用した教育の推進  

２ 
 

 

ふるさと教育の推進  

 

 数値目標：外部講師や地域の施設等を活用したふるさと小樽に関す
る学習を取り入れ、ふるさとに愛着を持つ児童の肯定的な  
意見を 90％以上にする。【新規】  

 

 

 

①ふるさと教育の推進  

 

 

①「わたしたちの小樽」「小樽の歴史」等の活用  

①ガラス製作体験、屋形船乗船体験の推進  

①地域の施設、人材・素材、外部講師などの活用 

３ 
 

 

読書活動の推進  

 

数値目標：読書を全くしない児童の割合を 15％以下にする。  

 （R７：23.0％） 【R7 評価：B】  

 

 

 

①朝読書・読み聞かせ等の推進 

②学校図書館司書、市立図書 

 館、図書ボランティアとの連携  

①読書習慣の育成（朝読書、読み聞かせ、音読、並行読書、図書貸出活動等） 

②図書館環境の整備と読書活動の充実 

  (学校図書館司書、市立図書館、図書ボランティアとの連携、活用）  

４ 
 

 

体験活動の推進  

 

 数値目標：小中一貫教育を見据え、中学校と共同で行うボランティア  

活動や体験活動を含め５回以上行う。       【新規】  

 

 

 

 

①自然体験活動の推進  

②教育施設・資源を活用した  

 体験学習の推進  

③ボランティア活動の推進  

①「おたる自然の村」等と連携した体験学習の実施と地域の公園等の有効活用 

②市立博物館や水族館等の活用、地産志食体験等の推進  

③校舎外清掃（グラウンド）、募金活動等、ボランティア活動の実施  

③中学校と連携した地域清掃、防災教室等を実施  

５ 
 

 

コミュニケーション能力の育成  

 

 数値目標：「対話を意識した授業づくりをしている」と回答する教師の

肯定的割合を 100％に維持する。 

 （R７：100％）【R7 評価 :A】   

 ①各教科等における言語活 ①あいさつの徹底指導（あいさつは教職員自ら！）  

【家庭・地域にお願いする取組】 

  〇生活リズムの定着（生活リズムチェックシートの活用）〇家庭学習習慣作りのサポート 

  〇家庭学習サポート                 〇放課後学習や長期休業中の学習支援 

※学習支援ボランティアの登録 
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動の充実 

 

①意図的・計画的な表現の場づくり（アウトプット重視）  

①「対話」を重視した授業づくりの推進と書く活動の充実  

６ 

 

 

いじめの防止や不登校児童の

支援の充実  

 数値目標：「学校に安心して通える」と回答する児童の肯定的割合を  

90％以上にする。   

（R7：学校が楽しい 89.8％）        【新規】 

 

 

 

①いじめ・不登校への対応  

 

 

①小樽市の取組と連携したいじめ防止キャンペーンの実施（「ほっと」の活

用・アンケート調査・標語づくり・あいさつ運動など）  

①教育相談の充実及び SC・SSW 等、関係機関との連携  

 

 

 

 

 

 
 

 

 (3) 健やかな体の育成 

施策項目  数値目標・取組  

１ 

 

 

体力・運動能力の充実  数値目標：「体を動かすことが好きだ」と回答する児童の肯定的割合  

       を 90％以上にする。   

（R7：学校が楽しい 89.8％）        【新規】 

 

 

 

①児童の実態把握と授業改  

 善  

 

①新体力・運動能力テストの実施  

①体力向上改善プランに基づいた授業改善や体力向上の取組の推進  

①長期休業中のチャレンジタイムの実施  

２ 

 

 

食育の推進 

 

 

 数値目標：朝食を食べてこない児童の割合を３％以下にする。  

               （R７：４％）【R7 評価 :A】  【更新】 

 

 

 

①望ましい食習慣の育成  

 

 

①食に関する正しい知識と望ましい食習慣の育成  

①栄養教諭や外部人材を活用した食育の実践  

①知産後食の取組  

３ 

 

 

健康教育の充実  

 

 

数値目標：「早寝・早起き・朝ごはんなど、基本的生活習慣が身に付い

ている」と回答する保護者の肯定的な割合を 85％以上にす

る。                （R７：79.6％） 【R7 評価：Ｂ】 

 

 

 

 

 

①健康保持・増進への指導の 

充実 

 

 

①保護者と連携した指導による基本的な生活習慣の定着  

①発達段階に即した健康教育の実施  

 （性や薬物に関する継続した指導や感染症への適切な知識の習得）  
①アレルギー対応等の情報共有  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭・地域にお願いする取組】 

〇音読カードへの協力、家庭での読書習慣の確立〇親子での学校や地域行事への積極的な参加  

〇「おたるスマート７」の活用        〇図書ボランティアへの積極的な参加  

〇親子での体験活動の実施  

                 ※図書ボランティアの登録 

 

 

 

 

【家庭・地域にお願いする取組】 

〇生活リズムの確立（生活リズムチェックシート等）  〇適切な服装等の指導（体育の時間や季節を意識）  

〇家庭での運動習慣の確立             〇運動会等への積極的参加  

〇手洗い、うがい、咳エチケット等の習慣化    〇スキー学習・水泳学習への支援  

※学校支援ボランティアの登録 

 

 

 

                 ※学校支援ボランティアの登録 
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 (4) 家庭・地域との連携・協働の推進  

施策項目  数値目標・取組  

１ 

 

 

家庭教育支援の充実  

 

数値目標：「家庭学習をまったくしない」と回答する児童を 0％にする。 

（R７：3％）  【R7 評価：Ｂ】  

 

 

 

①家庭と連携した望ましい生活 

習慣の確立 

②個への学習支援 

①望ましい生活習慣や学習習慣の確立のための啓発活動 

①生活リズムチェックシートの活用 

②児童の学習習慣定着に向けた個別のアプローチ 

２ 

 

 

学校と地域の連携・協働の推

進  

 

数値目標：「学校支援ボランティアの活用を 40 回以上にする。 

 （R７：25 回以上→評価 A）   【更新】  

 

 

 

 

①積極的な情報発信  

②コミュニティ・スクールの推  

進 

③学校支援ボランティアの

拡充 

①保護者・地域への情報公開促進（学校だより、HP、地域公開日な

ど）  

②学校運営協議会の開催・運営  

② 学校支援ボランティア組織づくりと推進  

③ 必要な学校支援ボランティア発案・検討・提案（花壇整備・

クリーン作戦等）  

  

(5) 学びと育ちをつなぐ学校づくりの実現  

施策項目  数値目標・取組  

１ 

 

 

校段階間の連携・接続の推進  

 

 

数値目標：向陽中学校との連携会議・各部会等を年３回以上に開催

する。 

 （R７：連携会議年 2 回→評価 A）  【更新】  

 

 

 

①小中一貫教育の推進  

②幼稚園・保育園との連携  

①向陽中学校との連携会議や各部会の開催、乗り入れ授業や研究

会への相互参加、教育課程等の相互交流の推進  

②幼保との引継等を含めた連携の強化  

２ 

 

 

教育環境の整備・充実  

 

数値目標：「端末を活用した授業や校務支援システムの活用を積極

的に行っている」と回答する職員の肯定的割合を 95％以上に

する。           （R７：90％以上→評価 A）   【更新】  

 

 

 

①端末、デジタル教科書、デジタ 

 ルドリル、校務支援システム等 

 の積極的な活用 

①端末やデジタル教科書、デジタルドリル、校務支援システム等を積

極的に活用し、授業改善や業務改善を図っていく。  

①児童の宿題や長期休業中課題として活用。（スマイルドリル） 

３ 

 

 

教職員の資質・能力の向上  

 

数値目標：全教職員が校外の研修会、研究会に年５回以上参加す

る。  

（R７：年３回以上→評価 A）   【更新】  

 

 

 

①服務規律の保持  

 

②各種研修の充実  

①服務規律保持の徹底（体罰防止や個人情報の保護等、教育公務

員としての自覚と責任）  

②各種研究会や研修会等の参加と還元継続（オンライン研修活用）  

４ 

 

 

学校運営の改善  

 

数値目標：学校運営の改善に参画しようとする教職員の割合を 9５％

以上にする。 （R７：90％以上→評価 A）      【更新】  

 

 

 

 

①勤務時間を意識した働き方 

改革の推進  

②業務のスリム化・効率化  

 

① IC カードによる勤務時間の実態把握と改善  

①月４回の定時退勤日の設定や長期休業中の閉庁日設定、休暇取得の促進  

②校務支援システムの有効活用  

②業務等の見直しや学校運営組織及び運営方法の更なる改善  

５ 

 

 

学校安全教育の充実  

 

数値目標：安心安全に関わる外部機関との連携（避難訓練・交通安

全教室・一斉活動日・性教育、薬物防止、食育教室等の実

施）を年 7回以上行う。  （R５回以上→評価 A）   【更新】 
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①安全教育の徹底  

 

 

 

 

②防犯・防災教室の実施  

 

 

③危機管理意識の徹底と組織  

 的・機動的な対応  

①各種感染症対策や熱中症対策等の徹底   

①登下校及び校内生活における安全指導の徹底と安全教育の充実  

①校内・校区内の危険個所の実態把握  

①発達段階に応じて性に関する教室、薬物防止教室、食育教室とう

の各種安全教育を実施。  

②関係機関と連携した各種訓練の実施  

  (火災や地震の訓練、集団下校訓練、不審者対応訓練等)      

 ※安心メールの有効活用  

③危機管理マニュアルの適宜更新とシミュ    レーションによる内容把

握の徹底  

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

よりよい学校づくりを目指して 

「信頼と愛情に満ちた子供が「安心して通える」学校づくりのために 

 

１ 情報の共有化 … 教育活動の充実を目指し、報告・連絡・相談・確認の徹底を！ 

           ※一人で抱え込まず、周囲を信じて相談、声掛けを！ 

 

２ 創意工夫とチームワーク … 児童の健やかな成長のため、協働できる職員集団に！ 

 

３ 検証改善サイクルの迅速化・実質化 … 学校の教育目標の具現化につながる教育実践及びたゆまぬ 

                     改善（トライアンドエラーの精神を大切に） 

 

４ 現状維持は実質的な後退 … 児童及び保護者の困り感に寄り添い、課題に対してスモールステップに

よる積み上げを！（今より半歩でも前進を！） 

 

５ 公教育としての責任 … 共に育てる観点に立ち、保護者・地域から信頼され魅力ある学校に！ 

                            教育のプロとしての自覚と不断の研究と修養、人間力の向上、 

              そして、魅力ある教職員が創る魅力ある学校へ！ 

 

６「すべては子供たちのために」…学校に勤務する職員は「子供たちのために」を常に考え教育活動を 

進めていると信じている。常に、「これは本当に子供たちのために 

なっているのか」という視点を持ち、ぶれずに教育活動を互いに進 

めていく必要がある。 

 

【家庭・地域にお願いする取組】 

〇登下校における安全ボランティアへの協力  〇子ども１１０番への協力  

※学校安全ボランティアの登録 

 

 

 

                 ※学校支援ボランティアの登録 

 

 

 

 


